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納税も、e-Taxで！！　ダイレクト納付が便利です。

令和３年３月分の源泉所得税の納付期限

令和３年１月決算法人の確定申告期限・納付期限

令和３年７月決算法人の中間申告（予定申告）期限・納付期限

消費税の中間申告期限・納付期限

令和３年 ４月 12日（月）

令和３年 ３月 31日（水）

令和３年 ３月 31日（水）

令和３年 ３月 31日（水）

令和３年４月決算法人の第3四半期分、令和３年７月決算法人の半期分・第2四半期分、令和３年10月決算法人の第1四半期分

令和３年４月分の源泉所得税の納付期限

令和３年２月決算法人の確定申告期限・納付期限

令和３年８月決算法人の中間申告（予定申告）期限・納付期限

消費税の中間申告期限・納付期限

令和３年 ５月 10日（月）

令和３年 ４月 30日（金）

令和３年 ４月 30日（金）

令和３年 ４月 30日（金）

令和３年５月決算法人の第3四半期分、令和３年８月決算法人の半期分・第2四半期分、令和３年11月決算法人の第1四半期分
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3月の行事予定 4月の行事予定

3月･4月の行事予定は2月20日現在のものです

★印は一般の方も参加できる行事です

お問い合わせは下記の玉川法人会事務局まで

３㈬　女性部会役員会 13:30　法人会事務局

５㈮　女性部会SKT連絡協議会ｾﾐﾅｰ 15:00　オンライン

９㈫　総務委員会 18:00　法人会事務局&Web

14㈰　生活習慣病健康診断 9:00　玉川区民会館

18㈭　正副会長会議 13:30　玉川区民会館

　　　役員推薦委員会 14:00　玉川区民会館

　　　理事会 15:00　玉川区民会館

21㈰　生活習慣病健康診断 9:00　玉川区民会館

19㈪　女性部会活動報告会 13:30　玉川区民会館第4集会室

22㈭　正副会長会議 14:30　玉川町会会館

　　　理事会 15:00　玉川町会会館

＊会費納付ご請求のお知らせ＊
玉川法人会の会費納付ご請求は4月及び10月の2回となっております。
4月22日㈭ が口座引落日となりますので、よろしくお願い申しあげます。

※　ご指定の金融機関により口座引落日は異なる場合がございます。
※　年払いの会員様は4月のみお引き落としとなっております。



第９支部

「用賀の歴史双六」地元小中学校に寄贈

日　時　２月22日㈭　

場　所　京西小学校、用賀小学校、用賀中学校

参加数　２名

玉川法人会のほとんどの事業が中止となる

中、第九支部では今年度最後の事業として「税

の専門家セミナー」と「用賀の歴史双六」を残

すところとなりましたが、そのうち歴史双六を

完成させ、用賀、上用賀地域の小中学校に寄贈

しました。

そもそも町会の役員８名と第９支部の実行委

員８名が用賀出張所の３階活動フロアーで行っ

た会合がスタートでした。事業としては当初、

地元の郷土史研究家である、飯田恭次さんの講

演会を企画していましたが、飯田さんよりご辞

退の申し出があり、壁にぶつかりました。それ

でも何とかできないかと支部の有志と会合を何

回か重ねながら、講演会やセミナーではなく、

遊びながら学べる双六やカルタなどのゲームを

作ったらどうかという方向に変わっていきまし

た。作った双六を使って直接、子供たちに歴史

の話しをする機会も考えましたが、その後のコ

ロナ禍により活動が制限される中、それも難し

く何とか双六だけは完成させる事ができまし

た。その際、飯田さんには監修をお願いし、快

く引き受けていただきました。本当は小学校に

は双六、中学校にはカルタを作る予定でした

が、なにしろ会合もできないので、仕方なく

「用賀の歴史双六」だけを地元の小中学校に寄

贈する事で事業を完成することにしました。

双六は永禄年間の真福寺開山がスタートにな

ります。そしてゴールは、馬事公苑でのオリン

ピックです。上用賀にある馬事公苑は、戦前中

止となった幻の東京オリンピックの会場。前の

東京五輪の会場、そして今回の開催会場予定地

となって3度ものオリンピック会場というご縁で

この町のシンボル的な存在になっていて、双六

作りの柱となりました。

また、用賀の歴史については地元上用賀の金

子町会長にもご協力いただき、飯田氏の所にも

一緒にうかがいながら、途中経過も見ていただ

令和３年３月１日 たまでんBOARD

日　時　１月29日㈮　15:00～17:00

場　所　玉川法人会会議室 及び WEB会議併用

参加数　36名

コロナによる緊急事態宣言の発出にともない、

今回の理事会も前回同様、ズームを使ってのオン

ラインで行いました。会長副会長を除いては理事

全員がWEBを通じての参加が義務付けられ、一

層の厳しい状況が反映されました。

また理事会に先立って、第1回の役員推薦委員

会が開かれ、次期会長候補として坂東義治副会長

が全員一致で推挙されました。

次　第

１．会長（代表理事）より業務遂行状況の報告

２．報告事項

　（１）令和３年度 予算案策定について

　（２）令和２年度 予算執行計画進捗状況

　（３）第１回役員推薦委員会(1/29開催済)の報告

　（４）会員増強報告

　（５）青年部会より報告

　　　①「玉川エリア応援! クーポン企画」

　　　　　進捗状況の報告

　　　②「トップランナーセミナー」 

　　　　　企画内容の報告

　（６）確定申告期の署内支援について

　　　※本年度はコロナの影響で、署のご意向も

　　　　あり支援は中止といたします

　（７）業務執行理事から業務遂行状況の報告

　　　　（書面による報告）

　（８）その他

３．審議事項

　（１）事業内容変更届け

以上

令和２年度  第５回 理事会

理事会･支部･同好会 活動報告
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きつつ進めてきました。今回の学校への寄贈も

金子会長にもご尽力いただきながら、無事届け

る事ができました。

寄贈したのは、用賀の京西小学校と上用賀に

ある用賀小学校と用賀中学校の3校です。合計で

約2200部になります。第九支部の大嶽支部長の

指揮のもと、双六と組み立て式のサイコロとコ

マ、それに趣旨を書いた挨拶文をビニール袋に

入れる作業を支部会員の協力で行いました。本

来なら会議室に集まって沢山の人数で行うので

しょうが、この緊急事態宣言下ではそうもいか

ず、各自が自宅で割り当て分を袋詰めする作業

を行いました。

そして22日を迎えます。大嶽支部長、金子上

用賀町会長が学校に行きました。寄贈する数が

多いので当日は、目録を学校側に手渡し、記念

撮影を行いました。後日、双六は生徒、先生に

贈られました。皆、とても喜ばれていたそうで

す。

双六は記念として世田谷区の施設や、団体、

東急などの企業にも寄贈を予定しています。

（第９支部　広報委員長　松山 仁）



「用賀の歴史双六」地元小中学校に寄贈

日　時　２月22日㈭　

場　所　京西小学校、用賀小学校、用賀中学校

参加数　２名

玉川法人会のほとんどの事業が中止となる

中、第九支部では今年度最後の事業として「税

の専門家セミナー」と「用賀の歴史双六」を残

すところとなりましたが、そのうち歴史双六を

完成させ、用賀、上用賀地域の小中学校に寄贈

しました。

そもそも町会の役員８名と第９支部の実行委

員８名が用賀出張所の３階活動フロアーで行っ

た会合がスタートでした。事業としては当初、

地元の郷土史研究家である、飯田恭次さんの講

演会を企画していましたが、飯田さんよりご辞

退の申し出があり、壁にぶつかりました。それ

でも何とかできないかと支部の有志と会合を何

回か重ねながら、講演会やセミナーではなく、

遊びながら学べる双六やカルタなどのゲームを

作ったらどうかという方向に変わっていきまし

た。作った双六を使って直接、子供たちに歴史

の話しをする機会も考えましたが、その後のコ

ロナ禍により活動が制限される中、それも難し

く何とか双六だけは完成させる事ができまし

た。その際、飯田さんには監修をお願いし、快

く引き受けていただきました。本当は小学校に

は双六、中学校にはカルタを作る予定でした

が、なにしろ会合もできないので、仕方なく

「用賀の歴史双六」だけを地元の小中学校に寄

贈する事で事業を完成することにしました。

双六は永禄年間の真福寺開山がスタートにな

ります。そしてゴールは、馬事公苑でのオリン

ピックです。上用賀にある馬事公苑は、戦前中

止となった幻の東京オリンピックの会場。前の

東京五輪の会場、そして今回の開催会場予定地

となって3度ものオリンピック会場というご縁で

この町のシンボル的な存在になっていて、双六

作りの柱となりました。

また、用賀の歴史については地元上用賀の金

子町会長にもご協力いただき、飯田氏の所にも

一緒にうかがいながら、途中経過も見ていただ
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きつつ進めてきました。今回の学校への寄贈も

金子会長にもご尽力いただきながら、無事届け

る事ができました。

寄贈したのは、用賀の京西小学校と上用賀に

ある用賀小学校と用賀中学校の3校です。合計で

約2200部になります。第九支部の大嶽支部長の

指揮のもと、双六と組み立て式のサイコロとコ

マ、それに趣旨を書いた挨拶文をビニール袋に

入れる作業を支部会員の協力で行いました。本

来なら会議室に集まって沢山の人数で行うので

しょうが、この緊急事態宣言下ではそうもいか

ず、各自が自宅で割り当て分を袋詰めする作業

を行いました。

そして22日を迎えます。大嶽支部長、金子上

用賀町会長が学校に行きました。寄贈する数が

多いので当日は、目録を学校側に手渡し、記念

撮影を行いました。後日、双六は生徒、先生に

贈られました。皆、とても喜ばれていたそうで

す。

双六は記念として世田谷区の施設や、団体、

東急などの企業にも寄贈を予定しています。

（第９支部　広報委員長　松山 仁）

キャプション

写真が１～２枚入ります

京西小学校に目録を贈る。左から金子上用賀町会長、大嶽第９支部長、
菅谷校長先生　　　　　　　　※撮影時のみマスクをはずしました。

用賀小学校に目録を贈る。左から青鹿校長先生、大嶽第９支部長、
金子上用賀町会長　　　　　※撮影時のみマスクをはずしました。



「用賀の歴史双六」地元小中学校に寄贈

日　時　２月22日㈭　

場　所　京西小学校、用賀小学校、用賀中学校

参加数　２名

玉川法人会のほとんどの事業が中止となる

中、第九支部では今年度最後の事業として「税

の専門家セミナー」と「用賀の歴史双六」を残

すところとなりましたが、そのうち歴史双六を

完成させ、用賀、上用賀地域の小中学校に寄贈

しました。

そもそも町会の役員８名と第９支部の実行委

員８名が用賀出張所の３階活動フロアーで行っ

た会合がスタートでした。事業としては当初、

地元の郷土史研究家である、飯田恭次さんの講

演会を企画していましたが、飯田さんよりご辞

退の申し出があり、壁にぶつかりました。それ

でも何とかできないかと支部の有志と会合を何

回か重ねながら、講演会やセミナーではなく、

遊びながら学べる双六やカルタなどのゲームを

作ったらどうかという方向に変わっていきまし

た。作った双六を使って直接、子供たちに歴史

の話しをする機会も考えましたが、その後のコ

ロナ禍により活動が制限される中、それも難し

く何とか双六だけは完成させる事ができまし

た。その際、飯田さんには監修をお願いし、快

く引き受けていただきました。本当は小学校に

は双六、中学校にはカルタを作る予定でした

が、なにしろ会合もできないので、仕方なく

「用賀の歴史双六」だけを地元の小中学校に寄

贈する事で事業を完成することにしました。

双六は永禄年間の真福寺開山がスタートにな

ります。そしてゴールは、馬事公苑でのオリン

ピックです。上用賀にある馬事公苑は、戦前中

止となった幻の東京オリンピックの会場。前の

東京五輪の会場、そして今回の開催会場予定地

となって3度ものオリンピック会場というご縁で

この町のシンボル的な存在になっていて、双六

作りの柱となりました。

また、用賀の歴史については地元上用賀の金

子町会長にもご協力いただき、飯田氏の所にも

一緒にうかがいながら、途中経過も見ていただ

令和３年３月１日 たまでんBOARD Vol.204　通巻304号（5）

きつつ進めてきました。今回の学校への寄贈も

金子会長にもご尽力いただきながら、無事届け

る事ができました。

寄贈したのは、用賀の京西小学校と上用賀に

ある用賀小学校と用賀中学校の3校です。合計で

約2200部になります。第九支部の大嶽支部長の

指揮のもと、双六と組み立て式のサイコロとコ

マ、それに趣旨を書いた挨拶文をビニール袋に

入れる作業を支部会員の協力で行いました。本

来なら会議室に集まって沢山の人数で行うので

しょうが、この緊急事態宣言下ではそうもいか

ず、各自が自宅で割り当て分を袋詰めする作業

を行いました。

そして22日を迎えます。大嶽支部長、金子上

用賀町会長が学校に行きました。寄贈する数が

多いので当日は、目録を学校側に手渡し、記念

撮影を行いました。後日、双六は生徒、先生に

贈られました。皆、とても喜ばれていたそうで

す。

双六は記念として世田谷区の施設や、団体、

東急などの企業にも寄贈を予定しています。

（第９支部　広報委員長　松山 仁）

 

 

 



「用賀の歴史双六」地元小中学校に寄贈

日　時　２月22日㈭　

場　所　京西小学校、用賀小学校、用賀中学校

参加数　２名

玉川法人会のほとんどの事業が中止となる

中、第九支部では今年度最後の事業として「税

の専門家セミナー」と「用賀の歴史双六」を残

すところとなりましたが、そのうち歴史双六を

完成させ、用賀、上用賀地域の小中学校に寄贈

しました。

そもそも町会の役員８名と第９支部の実行委

員８名が用賀出張所の３階活動フロアーで行っ

た会合がスタートでした。事業としては当初、

地元の郷土史研究家である、飯田恭次さんの講

演会を企画していましたが、飯田さんよりご辞

退の申し出があり、壁にぶつかりました。それ

でも何とかできないかと支部の有志と会合を何

回か重ねながら、講演会やセミナーではなく、

遊びながら学べる双六やカルタなどのゲームを

作ったらどうかという方向に変わっていきまし

た。作った双六を使って直接、子供たちに歴史

の話しをする機会も考えましたが、その後のコ

ロナ禍により活動が制限される中、それも難し

く何とか双六だけは完成させる事ができまし

た。その際、飯田さんには監修をお願いし、快

く引き受けていただきました。本当は小学校に

は双六、中学校にはカルタを作る予定でした

が、なにしろ会合もできないので、仕方なく

「用賀の歴史双六」だけを地元の小中学校に寄

贈する事で事業を完成することにしました。

双六は永禄年間の真福寺開山がスタートにな

ります。そしてゴールは、馬事公苑でのオリン

ピックです。上用賀にある馬事公苑は、戦前中

止となった幻の東京オリンピックの会場。前の

東京五輪の会場、そして今回の開催会場予定地

となって3度ものオリンピック会場というご縁で

この町のシンボル的な存在になっていて、双六

作りの柱となりました。

また、用賀の歴史については地元上用賀の金

子町会長にもご協力いただき、飯田氏の所にも

一緒にうかがいながら、途中経過も見ていただ

（6）令和３年３月１日 たまでんBOARD Vol.204　通巻304号

きつつ進めてきました。今回の学校への寄贈も

金子会長にもご尽力いただきながら、無事届け

る事ができました。

寄贈したのは、用賀の京西小学校と上用賀に

ある用賀小学校と用賀中学校の3校です。合計で

約2200部になります。第九支部の大嶽支部長の

指揮のもと、双六と組み立て式のサイコロとコ

マ、それに趣旨を書いた挨拶文をビニール袋に

入れる作業を支部会員の協力で行いました。本

来なら会議室に集まって沢山の人数で行うので

しょうが、この緊急事態宣言下ではそうもいか

ヒラメ釣りに挑戦しました

日　時　令和２年12月20日㈰　4:00～

場　所　千葉県旭市「飯岡港・隆正丸」

参加数　５名

釣り同好会主催で有志を募り、昨年12月20日

㈰に旭市の飯岡港に早朝４時の集合でヒラメ釣

りに挑戦してきました。今回の釣りはコロナ禍

の中で行われるため、年配者が多い釣り同好会

は感染を心配しましたが、密にならないように

間隔をあけて挑み、釣を楽しむことができまし

た。

釣り船は隆正丸に乗船し、ヒラメ釣りを目指

して挑戦した結果、釣果は中山さん８匹、鍋島

さん１匹、山本さん４匹、中島さん２匹、私丸

山が４匹と全員釣ることができました。型はそ

れぞれ2.2㎏、1.8㎏、1.5㎏、0.8㎏とまずまずの

型を釣らしていただき感謝です。

釣り同好会は、「車から出ない」「釣りは距離を

保って」をモッ

トーに行動してい

ます。代表幹事の

中山豪夫さんは、

「お魚さんの方から

釣ってくれと言っ

ている」と話すく

らいに釣れました

ので、てっきり竿

頭と思っていたの

ですが、他の釣り

人の中で９匹と上

手がおりましたの

で残念！

またコロナが収まったら企画しますので、釣

り好きの方は参加してください。初めての人も

大歓迎ですのでぜひ参加してください。お待ち

しています。今朝は１℃でした。

（釣り同好会　幹事　丸山 正高）

釣り同好会

まずまずの釣果でご機嫌の丸山さん

税金クイズに挑戦していますお手伝いの皆さん　お疲れ様でした

ず、各自が自宅で割り当て分を袋詰めする作業

を行いました。

そして22日を迎えます。大嶽支部長、金子上

用賀町会長が学校に行きました。寄贈する数が

多いので当日は、目録を学校側に手渡し、記念

撮影を行いました。後日、双六は生徒、先生に

贈られました。皆、とても喜ばれていたそうで

す。

双六は記念として世田谷区の施設や、団体、

東急などの企業にも寄贈を予定しています。

（第９支部　広報委員長　松山 仁）

新入会員ご紹介 随時、新入会員の方をご紹介させて頂きます。

第１支部

会 社 名：株式会社ジェントル

代 表 者：蒲谷　宜治（カバヤ　ヨシハル）

会社住所：東京都世田谷区北沢２－３－３

　　　　　第２友和ビル２階

Ｔ Ｅ Ｌ：03（6450）8665

Ｆ Ａ Ｘ：03（5787）5757

携　　帯：080－7232－2172

E - m a i l：k@jentre.co.jp

Ｕ Ｒ Ｌ：http://jentre.co.jp

業　　種：賃貸リノベーション、リフォーム、

　　　　　不動産仲介、管理

事業内容･PRしたい特色：

　築30年以上経った賃貸物件をリノベーションし、

新築当時の賃料へアップします。

古さを活かしたヴィンテージデザインで差別化を行

います。

　その後の仲介、管理、アフターケアもお任せくだ

さい。よろしくお願い致します。

型の良い「ヒラメ」です 全員が「ヒラメ」を釣ることができました
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玉川区民会館がオ−プンしました

　等々力駅前にある玉川区民会館は、老朽化のため建て直しを行い
ましたが、今年 2 月に新築オープンとなりました。
　玉川区民会館は、地域の相互交流や文化活動の場となることを目
的とした施設です。コンサートを始め、上映会、講演会、各種行事
の会場として、法人会にとっても大いに活動の場となると思います。
新しいホールは定員 392 名で可動舞台と電動可動椅子の組み合わせ
により、様々な用途に対応した多目的ホールです。1 階のホール入
り口にはカフェもできて待ち合わせにも良さそうです。

住所：〒158-0082　
世田谷区等々力 3-4-1
電話：03-3702-1675
利用時間：9時～22 時
休館日：第 2・第 4月曜日（祝
日の場合は翌日）、年末年始
（12 月 28 日～1月 4日）

建物は総ガラス張りです

多目的ホール（ホームページより）

内部も吹き抜けで明るいガラスの天井です

カフェにはランチもあります
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玉川法人会ホームページは日々少しずつ更新しています。ぜひ活用ください。

http://www.tamagawa.or.jp/ 

決算法人説明会での配布資料が、ダウンロード可能

各支部、部会より選出された委員の皆様との連携で下記を進めています。
・たまでんBOARDに掲載する内容の検討
・ホームページでのPR、表現の是非 など

これからもたまでんBOARDとホームページを通じて、新型コロナウィルス感染症に関す
る支援策等、お知らせしてまいります。

広報委員会では、「たまでんBOARD」と「ホームページ」で情報の発信に努めています

①

①

②

③

④

⑤

給付金や助成金のことが、動画でわかりやすく

令和元年分、確定申告の対応について

②

③

④

中小企業向けの各種支援策（都度更新中）

国税の猶予制度について

⑤
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